
新型コロナウイルスの世界的大流行（パンデミック）のなか、過去に実際に蔓延し

た、あるいは想像上の疫病を描いた文学作品に注目が集まり、再読されました。イ

タリア文学で特に有名なのはペストを描いた二つの作品、ボッカッチョの『デカメ

ロン』とマンゾーニの『婚約者』です。両作品（特に講演者が専門とする後者）を

例に、疫病と文学の関係を考えてみたいと思います。

霜田  洋祐
京都大学大学院文学研究科博士後期課程修了。博士（文学）。専門はイタリア近代文学。

（大阪大学大学院  人文学研究科  外国学専攻  講師）

疫病と文学
　  コロナ禍のなか再読されたイタリア文学

2月 1 5日
   開催！

マンスリー
多文化サロン

会場は大阪大学

箕面キャンパス

   です！

【日時】 2 0 2 4年 2月 1 5日  (木 )  1 9 : 0 0 - 2 0 : 0 0  
【場所】大阪大学  箕面キャンパス  1 F  大講義室
　大阪府箕面市船場東 3丁目 5－ 1 0  
　またはオンライン（参加者にはリンクをお知らせします）

【お申込受付期間】 2 0 2 4年 2月 5日～ 1 2日（平日 9～ 1 7時）
　下記のU R L／右記のQ Rコードの登録フォームにて
　h t t p s : / / f o r m s . o f f i c e . c o m / r / 6 1 0 R 4 m C F u H
　または大阪大学外国語学部  ☎  0 7 2 - 7 3 0 - 5 0 1 3
　✉  j i n b u n - m i n o h - j i g y o @ o f f i c e . o s a k a - u . a c . j p  
　  ※ 1 3日を過ぎても連絡メール不着の場合は担当者までお知らせください。

【参加費】無料

主催：大阪大学外国語学部 
協力：みのお市民活動センター

☜ 登録フォームはこちら

―


